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A Report about the Class “Academic Writing I” for International 
Students: About the Class Design based on the Actual Situation of 
Writing Reports, and the Evaluation of the Class 
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The number of international students at Kanazawa University is increasing every year, 
and the necessity of improving the international students’ Japanese writing skills, 
especially skills in writing reports in university classes is also increasing. In this paper, 
the authors describe the outline of the class “Academic Writing I” during three years, 
from Spring Semester 2014 to Autumn Semester 2016. In this class, a questionnaire 
survey is carried out among the international students every semester, to reveal their 
actual situation of writing reports. The survey’s result shows that the students realize 
their basic skills to write reports, for example, how to quote information, how to write 
one's opinion, how to explain some figures or graphs, have improved. But there are still 





 近年、日本への留学生が増加している。金沢大学でも、平成 22（2010）年には 491 人だ


















































留学生 48名に依頼し、31 名から回答があった。回収率は 62.5％であった。このうち、
有効回答は 24名で、無回答 6名、無効回答 1名であった。無効回答となったのは、アカデ
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有効回答 24 名のうち人文系が 23 名、理工系が 1名であった。よって、今回の調査結果
は主に人文系に所属する留学生の実態を反映したものである。所属別に見ると、短期プロ
グラム生が 17名で最も多く、次いで学類生が 5名（うち 1年生が 3名、2年生が 1名、4


















































 授業名 レポートの内容 
1 初学者ゼミ 自分の故郷の紹介 
2 分子生命情報学 iPS 細胞と ES細胞の共通点と相違点 
3 現代日本の社会と文化 授業で紹介した日本の文化と社会について自分の国のこ
とと比較する。共通点と相違点について書く。 
4 現代アートとデザイン 今期の授業を通して考えたこと・感想などを書く。 
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3 初学者ゼミ 教科書の内容をまとめる。 






















































制に基づく履修はできない。参考として、資料 2に 2016 年度秋学期の 1学期間にわたる授
業の流れを示しておく。 
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 (1)レポートの評価点：60%（レポート 1：15％、レポート 2：20%、レポート 3：25%） 
 (2)平常点（その他の課題類の提出点）：30% 
 (3)出席点：10% 
 各レポートはルーブリック方式によって評価され、レポート 1と 3は 16 点満点、レポー
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 それぞれの項目における学生の 5段階評価の平均値を示したものが以下の表 4である。
平均値は小数点以下第 3位を四捨五入したものであり、5段階評価では 5が最大値（難しか
った、役立った、興味を持てた）、１が最小値（簡単だった、役に立たなかった、興味を
持てなかった）となっている。データは 2015 年度春学期から 2016 年度秋学期までの 4学
期間、合計 8クラス分を集計している（2015 年度春学期：24 人、2015 年度秋学期：29 人、
2016 年度春学期：19 人、2016 年度秋学期 28人、合計 100 人）。 
 
表 4．質問紙調査の結果 
 難易度 日本語力の向上に役立った 興味 
レポート 1 3.05 4.29 3.61 
レポート 2 3.21 4.40 3.86 









































い変化したか）を表 5に示す。自己評価は 4段階で 4を最大値（できる）、1を最小値（で
きない）として初回の授業時と最終回の授業時に評価させたが、表中の「変化なし」は自
己評価の数値に変化がなかった人数、「1段階上昇」は 1から 2へ、2から 3へなど、自己
評価の数値が 1段階上昇した人数、同様に「2段階上昇」は 2段階、「3段階上昇」は 3段
階上昇した人数を表している。集計したのは 2015 年度秋学期から 2016 年度秋学期までの 3
学期間、合計 5クラス分である（2015 年度秋学期：14人、2016 年度春学期：19人、2016
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表 5．自己評価票の数値の変化 
 変化なし 一段階上昇 二段階上昇 三段階上昇 
(1)レポートの形式 3 27 22 6
        割合（％） 5.17 46.55 37.93 10.34
(2)語彙・文法・表現 22 33 2 1
割合（％） 37.93 56.90 3.45 1.72
(3)適切な資料の探し方 11 31 12 4
割合（％） 18.97 53.45 20.69 6.90
(4)正しい引用方法 4 26 23 5
割合（％） 6.90 44.83 39.66 8.62
(5)図表の説明 4 28 22 4





        割合（％） 20.45 56.82 18.18 4.54
注 1： 割合は小数点以下第三位を四捨五入しているため、合計は 100％にはならない。 
注 2： 表中の「自分の考えと理由を分かりやすく書く」の項目については、2015 年度秋学期の自己評価票





















































学生に占める留学生の割合を 20％（約 2,200 人）とする目標を立てている。 
『平成 26年度スーパーグローバル大学等事業「スーパーグローバル大学創成支援」構想調
書【タイプＢ】』＜http://sgu.adm.kanazawa-u.ac.jp/concept/sgu_chousho_b05.pdf＞ 
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 金沢大学留学生センター 深川美帆・松田佳子 




 ①名前：                    
連絡先メールアドレス：                     
 
 ②所属：a. プログラムＡ（KUSEP） 
b. プログラムＢ（日研生） 
c. プロプラムＣ（一般短期）  
d. プログラムＤ（セメスター） 
e. その他の短期留学プログラム 
（プログラ名：            ）：    年 
f. 大学院生：      研究科        専攻・コース 
                      ｛修士・博士｝     年 
g. 研究生：        研究科       専攻・コース 
｛修士・博士｝ 
h. 特別聴講学生 
i. その他                
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供／見せていただくことは可能ですか。以下の a,b,c から選んでください。 
  a. 調査のために今学期書いたレポートをすべて提供しても／見せてもいい 
  b. 調査のために今学期書いたレポートの一部を提供しても／見せてもいい 
    →提供してもいいと思うレポートの番号を書いてください                  
  c. レポートを提供したく／見せたくない 
 
※ a、bと回答していただいた方には、改めてご連絡いたします。 
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＜資料 2＞2016 年度秋学期のスケジュール 
回 主題 内容 
1 はじめに ガイダンス・レポートの基礎知識 
表現練習「教科書 2課、作文の基本（硬い表現）」 
2 レポート 1 テーマ記事についての話し合い 
表現練習「助動詞 1」 
3 レポート 1 記事の内容確認、表現練習「教科書課、引用」 
4 レポート 1 レポート 1のメモの確認、話し合い 
表現練習「教科書 12 課、同意と反論」 
5 コメントシート コメントシートについて解説 
コメントシートを書いてみる 
6 レポート 1 レポート 1返却、フィードバック 
表現練習「接続詞 1」 
7 レポート 2 レポート 2の例、表現練習「教科書 5課、定義と分類」 
8 レポート 1、2 レポート 1の読み合い、フィードバック 
表現練習「教科書 6課、図表の提示」 
9 レポート 2 テーマに関する話し合い 
表現練習「教科書 7課、変化の形容」 
10 レポート 2 表現練習「接続詞 2」 
11 レポート 2 レポート 2返却、フィードバック（表現の復習） 
12 レポート 2、3 レポート 2の読み合い、フィードバック 
レポート 3メモの確認、話し合い 
13 レポート 3 表現練習「教科書 10 課、列挙」 
14 レポート 3 レポート 3返却、フィードバック、表現練習 
15 レポート 3 
レポート 3書き直しの読み合い 
表現練習「教科書 14 課、結論の提示」 
















＜資料 3＞2016 年度秋学期レポート 1の評価票 
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